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１．研究計画の概要 
 一般的な通念によれば、近代化過程におい
ては、社会の合理化・世俗化が進展するため、
宗教は衰退する傾向にあるとされる。しかし、
歴史的実例からすると、逆に宗教がそれまで
とは形を変えつつも、新たなエネルギーを得
て活性化する事態が観察される。最近の世界
における諸宗教の急進派の存在は、その公的
な例である。 
そこで本研究では、近代化と宗教的エネル

ギーはいかなる関係に立ち、また宗教の再活
性化はどのような社会的要因に左右される
かを、種々の時代と国・地域に事例を求めて
比較史的な観点から解明するものである。 
 
２．研究の進捗状況 
 各分担者はこれまで、それぞれの担当範囲
となる時代と国・地域に関して、共通のテー
マ設定に即した課題を対象に据えて、実証的
な解明作業に携わっている。 
研究方法としては、テーマを例証するよう

な具体的なケース・スタディを取りあげ、そ
の実態解明を進めるなかで、全体的なテーマ
との関連（例証、修正、補足など）を追求す
るという方法をとっている。たとえば、アメ
リカの例で言えば、19 世紀末の「社会福音主
義者」と「原理主義者」を取りあげて、それ
がナショナリズム、世界大戦、アメリカ社会
での工業化、移民の到来などと関連づけるこ
とに努めている。さらに、フランスの事例で
は、初期社会主義運動に見られる宗教的要素
に注目して、それが運動の中でどのような一
を占めたかを解明しつつ、宗教的情熱がもっ
た社会改革的な実践的意義に照明をあてよ
うとしている。 

また、19 世紀ロシアについては、ロシア正
教会がロシア社会の近代化、あるいはロシア
をとりまく国際情勢に対応した姿勢をとっ
たことが指摘されており、国内情勢に宗教的
要素が大きく反映していることについて、解
明が進められている。また、ナショナリズム
がいかにして、またどの程度宗教的エネルギ
ーを基盤としていたかについて、興味深い知
見が得られている。 
ドイツについては、カトリック教会におけ

る再活性化に注意を払う一方で、他方で種々
の生活領域における改良運動に焦点をあて
るという研究戦略をとっている。これによっ
て、既成宗教という枠にとらわれずに、宗教
的エネルギーをその種々の表出形態におい
て把握する試みが続けられているわけであ
る。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

(理由) 
代表者が提起した図式が一定程度の修正

を施せば、関係の時代と国・地域に適用可能
であることがおおむね確認された。また、
個々のケースについて実証的な解明が著し
く進んだ。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 これまでの研究戦略で成果が順調にあが
っているので、引き続きこの戦略に沿って研
究の進展をはかる。同時に、来年度は計画最
終年度にあたるので、研究成果のとりまとめ
と研究報告書執筆に向けても、努力を払う必
要がある。 
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